
２
０
２
５
年
に
は
、
日
本
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を
発
症

す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
小
牧
市
で
も
、

２
０
４
０
年
に
は
４
、７
０
０
人
程
度
に
な
る

と
推
計
さ
れ
ま
す
。

認
知
症
は
と
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
い

世
代
に
と
っ
て
も
認
知
症
予
防
は
と
て
も
大

切
で
す
。
認
知
機
能
の
低
下
に
対
す
る
適
切

な
対
策
を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
を
発
症
し

な
い
状
態
で
い
ら
れ
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り

ま
す
。

趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
し
て
、
認
知
症
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
に
年
齢
は
関
係
な
い

認知症とは

いろいろな原因で脳の細胞が死んでし
まったり、働きが悪くなったりするこ
とで、さまざまな障害が起こり、生活
するうえで支障が出ている状態（およ
そ６カ月以上継続）を指します。

▲みんなの認知症予防ゲームを楽しむ参加者

早すぎることはない

今から考える、認知症予防
問合先 地域包括ケア推進課（☎76‐1188）

特集

「
頭
を
使
っ
て
、
体
を
使
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
」

認知症「予防」には、認知症になるのを「遅らせる」だけでなく、
認知症になっても「進行を緩やかにする」ことも含まれます。

広報こまき 2024年 9月号3　

防災メモ
地震への備え“マイ・タイムライン”地震への備え“マイ・タイムライン”
　　　　　　　　　　　　　を作成しよう！　　　　　　　　　　　　　を作成しよう！

ケーブルテレビ番組表
小牧市政だより

毎日７回・５分間放送

開催されたイベント情報や取組などを紹介！

※市公式YouTube でもご覧いただけます。
※テレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加入が必要です。
※都合により、番組内容を変更する場合があります。

９月 番組表
放 送 日 番 組 内 容

9/14 ㈯～ 20㈮

※毎週土曜更新

詳細はこちら▶

中学生スクールミーティング9/28 ㈯～ 10/ 4 ㈮

問合先 防災危機管理課（☎ 76‐1171）

　“マイ・タイムライン”とは住民一人ひ
とりの防災行動計画で、災害時に自分自身
がとる標準的な防災行動を時系列的に整理
し、命を守るための一助とするものです。
　防災ガイドブックを用いて、さまざまな
災害リスクを知り、どういうタイミングで
どのような防災行動を取ればよいのか事前
に検討しておきましょう。
　詳しくは防災ガイドブック 10 ページ
（地震への備え）、22 ページ（風水害への
備え）をご確認ください。

ふらっとみなみ夏まつり

こまき令和夏まつり ①9/  7 ㈯～ 13㈮

▲防災ガイドブック

9/21 ㈯～ 27㈮

こまき令和夏まつり ②

SNSで市の情報をお届け
各種イベントや行政情報などのくらしに役立つ情報や、災害
情報などの緊急情報を、市公式 SNS でお知らせしています。
その中でも「LINE」は最も登録者数が多く、市の人口の
4割を超える約 6万 9千人と、多くの方が利用しています。
市公式 SNSに登録すると、旬な情報を手に入れることができ
ますので、ぜひご利用ください。

LINE

欲しい情報だけ
4 4

を
選んで受け取れます

Facebook

イベントの写真も
掲載しています

X（旧ツイッター）

お得な情報を
まとめてチェック

ケーブルテレビのデータ放送を活用ケーブルテレビのデータ放送を活用

「Yahoo! くらし」でお知らせ「Yahoo! くらし」でお知らせ
Yahoo ! JAPANの公共情報発信機能を活用した
行政情報サービス
「 Yahoo ! くらし」
に、市政情報を掲
載しています。

ケーブルテレビで視聴ができるCCNet「安全・
安心 123チャンネル」
のデータ放送で、市
政情報を発信してい
ます。

小牧の魅力を発信する
「小牧市 PR隊」の Instagram
市内で撮影した好きなもの・お気に入りの場所などを、
「＃ lovekomaki」「＃ lovekomaki」を付けてインスタグラムに投稿してく
ださい。（「これは！」と思うものにはリポストします！）
素敵な投稿、お待ちしてます！

アプリでまちの情報をキャッチアプリでまちの情報をキャッチ
令和 6 年 4 月から中日新聞社
が提供する情報アプリ「Lorcle
（ロークル）」で市のイベント
や市政情報を発信して
います。
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認
知
症
は
自
分
自
身
の
気
づ
か
な

い
と
こ
ろ
で
進
行
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
年
齢
を
重
ね
る
と
、
誰

で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
物
忘
れ
が
気
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
最
近
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ

て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
…
」
な
ど

気
に
な
る
方
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
な
に
ご
と
も
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
大
切
で
す
！

自分を知ることが予防への第一歩自分を知ることが予防への第一歩

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　
　
　
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
　
　
　
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

②物の名前が出てこなくなった

③置き忘れやしまい忘れが目立ってきた

④以前はあった関心や興味が失われた

⑤だらしなくなった

⑥日課をしなくなった

⑦時間や場所の感覚が不確かになった

⑧慣れた所で道に迷った

⑨財布などを盗まれたと言うようになった

⑩ささいなことで怒りっぽくなった

⑪蛇口・ガス栓の締め忘れ、火の用心ができなくなった

⑫テレビドラマの内容が理解できなくなった

⑬夜中に急に起きだして騒ぐようになった

①同じことを言ったり聞いたりするようになった

認知症チェックリスト
３
つ
以
上
当
て
は
ま
っ
た
ら
ま
ず
は
相
談
を

身近な人をチェックすることが
できる「これって認知症？」

・

自分自身をチェックすることが
できる「わたしも認知症？」

・

認知症簡易チェックサイト
を活用しよう

※「小牧市認知症ケアパス」より

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
、
本

人
や
家
族
、
地
域
の
方
を
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
る
応
援
者

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
２
６
、０
０
０
人
以
上
の
方
が
受
講

し
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
職
場
や
地
元
の
会
館
な
ど
で
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
活
動
に
ご
興
味
が
あ
る
方
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
進
行
状
況
に
応
じ
て
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
症
に
関
す
る
情
報
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

小
牧
市
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ID  30977

ID  5864
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地
域
の
見
守
り
体
制
や
連
携
作
り
に
繋
げ
る
た
め
、
徘
徊

者
役
に
対
し
て
声
を
か
け
る
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
声
か
け
訓
練

相 談 窓 口

認知症サポート医

認知症サポート医養成研修を修了し、認知症
診療に習熟している医師のことです。認知症
サポート医がいる医療機関は「小牧市認知症
ケアパス」で確認できます。

認知症初期集中支援チーム

医療・介護の専門職が家族の相談等により、
認知症が疑われる方や認知症の方、その家族
を訪問し、必要な医療や介護サービスの導入
や調整、家族支援などの初期の支援を包括的・
集中的に行い、自立生活のサポートを行いま
す。

問合先　各地域包括支援センター

尾張北部医療圏認知症疾患医療センター

保健・医療・介護機関等と連携を図りながら、認知症疾患に関する鑑別診断、地域における医療機関等の
紹介、問題行動への対応についての相談などを行う専門医療機関です。

問合先 特定医療法人 晴和会 あさひが丘ホスピタル 認知症相談専用電話（☎88‐0959）

地域包括支援センター

高齢者が安心して暮らしていくための「地域
の総合相談窓口」です。また、認知症に強い
まちをつくるため、各地域包括支援センター
に認知症地域支援推進員を配置しています。

南部地域包括支援センター ケアタウン小牧
（☎71‐2100）
小牧地域包括支援センター ふれあい
（☎77‐2893）
味岡地域包括支援センター 岩崎あいの郷
（☎75‐3956）
篠岡地域包括支援センター 小牧苑
（☎78‐7530）
北里地域包括支援センター ゆうあい
（☎43‐2260）

　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご
家

族
や
当
事
者
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ

の
悩
み
や
介
護
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る

場
で
す
。
お
住
い
の
区
域
ご
と
や

市
全
体
で
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
皆
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
家
族
交
流
会

認知症サポーター養成講座　参加者募集中

認知症の基礎知識や対応方法を学びます。
日　時 9/25㈬　14:00～15:30
ところ ふれあいセンター2階 視聴覚室
定　員 30人
申込み 9/18㈬までに、下記問合先へ
問合先 小牧地域包括支援センター ふれあい
　　　  （☎77‐2893）
その他 講座は他の会場でも開催予定です。
　　　　詳細は、ホームページを

ご確認ください。

ID  44860
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地
域
の
見
守
り
体
制
や
連
携
作
り
に
繋
げ
る
た
め
、
徘
徊

者
役
に
対
し
て
声
を
か
け
る
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
声
か
け
訓
練

相 談 窓 口

認知症サポート医

認知症サポート医養成研修を修了し、認知症
診療に習熟している医師のことです。認知症
サポート医がいる医療機関は「小牧市認知症
ケアパス」で確認できます。

認知症初期集中支援チーム

医療・介護の専門職が家族の相談等により、
認知症が疑われる方や認知症の方、その家族
を訪問し、必要な医療や介護サービスの導入
や調整、家族支援などの初期の支援を包括的・
集中的に行い、自立生活のサポートを行いま
す。

問合先　各地域包括支援センター

尾張北部医療圏認知症疾患医療センター

保健・医療・介護機関等と連携を図りながら、認知症疾患に関する鑑別診断、地域における医療機関等の
紹介、問題行動への対応についての相談などを行う専門医療機関です。

問合先 特定医療法人 晴和会 あさひが丘ホスピタル 認知症相談専用電話（☎88‐0959）

地域包括支援センター

高齢者が安心して暮らしていくための「地域
の総合相談窓口」です。また、認知症に強い
まちをつくるため、各地域包括支援センター
に認知症地域支援推進員を配置しています。

南部地域包括支援センター ケアタウン小牧
（☎71‐2100）
小牧地域包括支援センター ふれあい
（☎77‐2893）
味岡地域包括支援センター 岩崎あいの郷
（☎75‐3956）
篠岡地域包括支援センター 小牧苑
（☎78‐7530）
北里地域包括支援センター ゆうあい
（☎43‐2260）

　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご
家

族
や
当
事
者
が
集
ま
り
、
日
ご
ろ

の
悩
み
や
介
護
で
工
夫
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る

場
で
す
。
お
住
い
の
区
域
ご
と
や

市
全
体
で
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
皆
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
家
族
交
流
会

認知症サポーター養成講座　参加者募集中

認知症の基礎知識や対応方法を学びます。
日　時 9/25㈬　14:00～15:30
ところ ふれあいセンター2階 視聴覚室
定　員 30人
申込み 9/18㈬までに、下記問合先へ
問合先 小牧地域包括支援センター ふれあい
　　　  （☎77‐2893）
その他 講座は他の会場でも開催予定です。
　　　　詳細は、ホームページを

ご確認ください。
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　生活習慣病の予防は認知症予防につながるといわれていますが、
“これ”という決定的な方法はありません。
　大切なのは「何をしたらよいか」ではなく、楽しみながら取り組
むことによって「どう刺激のある日常を送るか」ということです。
　各地域包括支援センターの認知症地域支援推進員の皆さんにお話
を伺いました。

今、自分ができることから始めよう今、自分ができることから始めよう

人
と
の
交
流
が

　
認
知
症
を
予
防
す
る

（
伊
藤
）
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
適

度
な
運
動
、
人
と
の
交
流
、
趣
味
を
楽

し
む
こ
と
な
ど
が
認
知
症
予
防
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
人
と
の
交

流
は
大
切
で
す
。
今
は
、
近
く
に
家
族

が
い
な
い
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
地
域

と
の
交
流
は
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

（
丹
下
）
近
く
の
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
、

自
然
と
人
と
の
交
流
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

認
知
症
予
防
に
と
っ
て

　
　
　
　
悪
い
習
慣
は
改
善
を

（
丹
下
）
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
規
則
正
し
い
生
活
が
認
知
症
予
防

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
逆

の
規
則
正
し
く
な
い
生
活
は
、
認
知
症

予
防
に
と
っ
て
悪
影
響
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
、→

▲認知症地域支援推進員の皆さん（左上から時計回りに、
大岩さん、村田さん、丹下さん、伊藤さん、浅野さん）

につながる生活習慣認知症予防認知症予防

魚・野菜・果物などを
バランス良く摂取する

エレベーターではなく
階段を利用する

適度な運動を習慣にする

乗り物ではなく歩いて
買い物に出かける

人と交流する機会を持つ

楽しいことを見つけて
たくさん笑う

楽器の演奏やカラオケ
ダンス、体操を楽しむ

趣味を持って積極的に
取り組む
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睡
眠
時
間
が
短
い
、
体
を
動
か
さ
な

い
、
人
と
話
さ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
伊
藤
）
認
知
症
は
生
活
習
慣
病
と
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
の
方
は
認
知
症
と
な
る
リ

ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
的
で
な
い
生
活
が
認
知
症
に
繋
が
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

（
大
岩
）
頭
を
打
つ
な
ど
、
頭
の
ケ
ガ

が
認
知
症
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
転
ん
で
頭
を
打
つ
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
普
段
か
ら
の
運
動
も
大
切
と
な

っ
て
き
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

　
　
　
　
　
　
役
割
は
幅
広
い
⁉

（
大
岩
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
体
や
頭
を
動
か
し
刺
激
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
体
操

や
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

（
伊
藤
）
地
域
の
サ
ロ
ン
で
認
知
症
の

講
話
を
す
る
こ
と
や
、
認
知
症
カ
フ
ェ

に
専
門
職
と
し
て
参
加
し
、
運
営
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外
に
出
て
認

知
症
の
啓
発
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

（
丹
下
）
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
も
私
た
ち
の
仕
事
の

一
つ
で
す
。

（
浅
野
）
認
知
症
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
方
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

（
丹
下
）
本
人
、
家
族
の
他
に
、
地
域

の
方
か
ら
の
相
談
も
あ
る
の
で
、
セ
ン

タ
ー
で
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

方
は
、
す
ぐ
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
。

地
域
と
病
院
を
つ
な
ぐ
存
在

（
浅
野
）
認
知
症
と
な
っ
た
方
に
対
す

る
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
の
病
院
へ
の
受
診
を
促
す
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
完
治
す

る
病
気
で
は
な
い
た
め
、
進
行
を
ど
れ

だ
け
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
の
発
見
・

治
療
は
と
て
も
大
切
で
す
。

（
丹
下
）
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
早
期

に
認
知
症
に
気
づ
き
、
病
院
へ
の
受
診

を
促
し
た
り
、
病
院
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
浅
野
）
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

の
方
に
対
し
て
も
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
利
用
で
き
る

制
度
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

（
大
岩
）
ご
家
族
の
方
は
、
ど
う
対
応

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
ア
ド

バ
イ
ス
が
ほ
し
い
と
い
う
方
が
多
い
で

す
。
私
た
ち
が
相
談
を
受
け
る
と
と
も

に
、
同
じ
悩
み
を
共
有
で
き
る
よ
う

「
認
知
症
家
族
交
流
会
」
を
紹
介
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
配
・

不
安
を
少
し
で
も
軽
く
し
た
い
と
い
う

思
い
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

→

①認知症の方やその家族への相談支援①認知症の方やその家族への相談支援
②市民の方に身近な病気としての認知症②市民の方に身近な病気としての認知症を理解を理解
していただく啓発活動していただく啓発活動

③認知症の方やその家族が状況に応じて必要な③認知症の方やその家族が状況に応じて必要な
医療や介護等のサービスが受けられるよう、医療や介護等のサービスが受けられるよう、
関係機関へのつなぎや連絡調整の支援関係機関へのつなぎや連絡調整の支援

認知症地域支援推進員の認知症地域支援推進員の
主な活動内容主な活動内容
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　生活習慣病の予防は認知症予防につながるといわれていますが、
“これ”という決定的な方法はありません。
　大切なのは「何をしたらよいか」ではなく、楽しみながら取り組
むことによって「どう刺激のある日常を送るか」ということです。
　各地域包括支援センターの認知症地域支援推進員の皆さんにお話
を伺いました。

今、自分ができることから始めよう今、自分ができることから始めよう

人
と
の
交
流
が

　
認
知
症
を
予
防
す
る

（
伊
藤
）
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
適

度
な
運
動
、
人
と
の
交
流
、
趣
味
を
楽

し
む
こ
と
な
ど
が
認
知
症
予
防
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
人
と
の
交

流
は
大
切
で
す
。
今
は
、
近
く
に
家
族

が
い
な
い
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
を
考
え
る
と
、
地
域

と
の
交
流
は
と
て
も
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

（
丹
下
）
近
く
の
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
、

自
然
と
人
と
の
交
流
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

認
知
症
予
防
に
と
っ
て

　
　
　
　
悪
い
習
慣
は
改
善
を

（
丹
下
）
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
規
則
正
し
い
生
活
が
認
知
症
予
防

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
逆

の
規
則
正
し
く
な
い
生
活
は
、
認
知
症

予
防
に
と
っ
て
悪
影
響
だ
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
、→

▲認知症地域支援推進員の皆さん（左上から時計回りに、
大岩さん、村田さん、丹下さん、伊藤さん、浅野さん）

につながる生活習慣認知症予防認知症予防

魚・野菜・果物などを
バランス良く摂取する

エレベーターではなく
階段を利用する

適度な運動を習慣にする

乗り物ではなく歩いて
買い物に出かける

人と交流する機会を持つ

楽しいことを見つけて
たくさん笑う

楽器の演奏やカラオケ
ダンス、体操を楽しむ

趣味を持って積極的に
取り組む

6　広報こまき 2024年 9月号

睡
眠
時
間
が
短
い
、
体
を
動
か
さ
な

い
、
人
と
話
さ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
伊
藤
）
認
知
症
は
生
活
習
慣
病
と
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
の
方
は
認
知
症
と
な
る
リ

ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
的
で
な
い
生
活
が
認
知
症
に
繋
が
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

（
大
岩
）
頭
を
打
つ
な
ど
、
頭
の
ケ
ガ

が
認
知
症
に
繋
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
転
ん
で
頭
を
打
つ
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
普
段
か
ら
の
運
動
も
大
切
と
な

っ
て
き
ま
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の

　
　
　
　
　
　
役
割
は
幅
広
い
⁉

（
大
岩
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
体
や
頭
を
動
か
し
刺
激
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
体
操

や
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

（
伊
藤
）
地
域
の
サ
ロ
ン
で
認
知
症
の

講
話
を
す
る
こ
と
や
、
認
知
症
カ
フ
ェ

に
専
門
職
と
し
て
参
加
し
、
運
営
に
関

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
外
に
出
て
認

知
症
の
啓
発
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。

（
丹
下
）
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
も
私
た
ち
の
仕
事
の

一
つ
で
す
。

（
浅
野
）
認
知
症
に
対
す
る
不
安
が
あ

る
方
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

（
丹
下
）
本
人
、
家
族
の
他
に
、
地
域

の
方
か
ら
の
相
談
も
あ
る
の
で
、
セ
ン

タ
ー
で
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

ご
自
宅
に
伺
っ
て
お
話
を
聞
い
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

方
は
、
す
ぐ
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
。

地
域
と
病
院
を
つ
な
ぐ
存
在

（
浅
野
）
認
知
症
と
な
っ
た
方
に
対
す

る
相
談
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
々
の
病
院
へ
の
受
診
を
促
す
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
完
治
す

る
病
気
で
は
な
い
た
め
、
進
行
を
ど
れ

だ
け
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
早
期
の
発
見
・

治
療
は
と
て
も
大
切
で
す
。

（
丹
下
）
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
早
期

に
認
知
症
に
気
づ
き
、
病
院
へ
の
受
診

を
促
し
た
り
、
病
院
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

（
浅
野
）
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

の
方
に
対
し
て
も
、
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
、
利
用
で
き
る

制
度
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

（
大
岩
）
ご
家
族
の
方
は
、
ど
う
対
応

す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
の
で
ア
ド

バ
イ
ス
が
ほ
し
い
と
い
う
方
が
多
い
で

す
。
私
た
ち
が
相
談
を
受
け
る
と
と
も

に
、
同
じ
悩
み
を
共
有
で
き
る
よ
う

「
認
知
症
家
族
交
流
会
」
を
紹
介
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
心
配
・

不
安
を
少
し
で
も
軽
く
し
た
い
と
い
う

思
い
で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

→

①認知症の方やその家族への相談支援①認知症の方やその家族への相談支援
②市民の方に身近な病気としての認知症②市民の方に身近な病気としての認知症を理解を理解
していただく啓発活動していただく啓発活動

③認知症の方やその家族が状況に応じて必要な③認知症の方やその家族が状況に応じて必要な
医療や介護等のサービスが受けられるよう、医療や介護等のサービスが受けられるよう、
関係機関へのつなぎや連絡調整の支援関係機関へのつなぎや連絡調整の支援

認知症地域支援推進員の認知症地域支援推進員の
主な活動内容主な活動内容
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東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で

開
催
さ
れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知
症
や

介
護
の
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
話
し

た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
参
加
者
と
運
営

ス
タ
ッ
フ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
「
参
加
者
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
な
れ
ば
い
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
小

牧
市
に
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
ひ

と
つ
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
の
お

か
む
ら
」
を
運
営
す
る
佐
藤
章
子

さ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
が
話
を
振
る
こ

と
で
、
初
対
面
の
方
と
話
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
参
加

者
全
員
で
行
え
る
ゲ
ー
ム
を
催
し

た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
い
空
間
づ

く
り
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

市
内
に
は
「
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
」

と
「
施
設
・
事
業
所
な
ど
が
運
営

し
て
い
る
カ
フ
ェ
」
が
あ
り
、

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
の
お
か
む

ら
」
は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
予
防
の
た
め

や
話
を
楽
し
む
た
め
に
訪
れ
る
方

も
多
い
そ
う
で
す
。

養
成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
地
点

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講

し
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
数

名
の
住
民
が
集
ま
り
、「
講
座
で

得
た
知
識
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
場
」
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
し
の
お
か
む
ら
」
を
始
め
ま
し

た
。
18
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
力
し

て
運
営
し
て
お
り
、
8
年
目
に
な

る
そ
う
で
す
。

外
出
の
き
っ
か
け
に

　
「
カ
フ
ェ
に

来
る
こ
と
は
と

て
も
楽
し
く
、

外
に
出
る
き
っ

か
け
と
な
っ

て
い
る
」と
話

す
参
加
者
の

方
。
子
ど
も
に
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
知
り
合
い
も

増
え
、
趣
味
の
話
や
世
間
話
な
ど

を
し
て
お
り
、
毎
回
参
加
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。「
周
り
は
元
気
な
方
ば
か
り

で
、
自
分
も
元
気
を
も
ら
え
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
て
と
て

も
幸
せ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間

途
中
参
加
や
途
中
退
席
も
自
由

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
度

も
参
加
し
て
い
る
方
だ
け
で
な

く
、
初
め
て
参
加
し
た
方
も
笑
顔

で
過
ご
せ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
す
。「
人
と
の
会
話
は
認

知
症
予
防
に
も
効
果
的
な
の
で
、

ま
だ
来
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。
外
出
の
機

会
や
新
た
な
居
場
所
に
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

佐
藤
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　認知症の方や家族、地域住民など、どなたでも参加することができる集いの場
「認知症カフェ」。認知症予防のための利用もできます。
　市内に16カ所あり、最近の出来事や昔話など会話を弾ませながらお茶を楽しんで
います。顔馴染みの方も新しく来られた方も、みんなが心穏やかに過ごせるそんな
空間です。認知症地域支援推進員も一緒に参加しているため、疑問や困りごとなど
気軽に相談できます。
　認知症カフェのひとつ「オレンジカフェしのおかむら」の様子を取材しました。

楽しみながら人と地域とかかわる日常楽しみながら人と地域とかかわる日常

外
出
の
き
っ
か
け
に

方
。
子
ど
も
に
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
知
り
合
い
も

外
出
の
き
っ
か
け
に

方
。
子
ど
も
に
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
知
り
合
い
も

「オレンジカフェしのおかむら」佐藤さん
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　みんなの認知症予防ゲームは、頭に良い少しの刺激、
人との交流が凝縮された性別・年齢を問わず楽しむこと
ができるゲームです。手指を使うグッパー体操や広告パ
ズル、チームで協力して点数を競うシート玉入れなど
20種類のゲームを通じ、頭と体を動かします。
　和やかな雰囲気の中でゲームや交流を楽しみながら、
お互いにさりげない声かけや気遣いができる、やさしさ
にあふれた場となっています。

地域住民が主体となって運営しているカフェ

名称 日時 場所 問合先

オレンジカフェしのおかむら 毎月第２・４水曜日 　13:00～15:00 東部市民センター 78‐7530

カフェ・和（なごみ） 毎月第２土曜日 　　　9:30～11:00 ふれあいセンター 77‐2893

オレンジカフェみなみ 毎月第２土曜日 　　　9:30～11:30 とよめサロン 71‐2100

陶地域オレンジカフェ 毎月第４月曜日 　　　10:00～11:30 勤労センター 090‐4267‐7223

結（もやい）カフェ 毎月第４土曜日※12月は除く 9:30～11:00 地域密着型特別養護老人ホーム 結いの郷 小牧 77‐2893

オレンジカフェきたさと 毎月第４土曜日 　　　13:30～15:30 小針会館 43‐2260

オレンジカフェ小牧苑 毎月第４火曜日 　　　13:30～15:30 愛厚ホーム小牧苑 78‐7530

オレンジカフェおおくさ 毎月第１火曜日 　　　10:00～11:30 大草会館 78‐7530

大山神社カフェ 毎月第１木曜日 　　　10:00～正午 小牧大山会館 71‐2100

オレンジカフェ・ココシア 毎月第４水曜日 　　　13:30～15:00 味岡市民センター 75‐3956

キラ星カフェ 毎月第２水曜日 　　　13:30～15:30 本庄会館 090‐4115‐8894

施設・事業所などが運営しているカフェ

名称 日時 場所 問合先

おくどさんの会 奇数月第４火曜日 　　11:00～14:00 特別養護老人ホームオーネスト桃花林 78‐3300

花梨カフェ 偶数月第４日曜日    　14:00～15:30 小規模多機能ホーム花梨ふじしま 54‐3037

ままはらカフェ 奇数月第３金曜日    　14:00～16:00 喫茶「ツーセブン」 71‐0061

カフェ あこる 毎月第3土曜日        　13:30～15:30 デイサービス「あこるしにあ」 48‐3666

あがたカフェ 毎月第2火曜日        　10:00～正午 第３老人福祉センター 田県の郷 39‐6770

参加者募集中

ゲームを通して、楽しく認知症予防しませんか。
日　時 10/3～R7/3/6の毎月第1・3木曜日
　　　　（全９回） 10:00～11:30
　　　　※11/21、R7/1/2を除く
ところ ふれあいセンター3階 大会議室
対　象 市内在住で９回参加可能な方
定　員 15人（先着）
申込み 電話で地域包括ケア推進課
問合先 地域包括ケア推進課
　　　　（☎76‐1188）

ID  35549

みんなの認知症予防ゲーム

※会場などの都合により、開催日時が変更になる場合がありますので、
事前にご確認ください。

※会場などの都合により、開催日時が変更になる場合がありますので、
事前にご確認ください。

※ゲームの進行は、「みんなの認知症予防ゲームリーダー養成
講座」を修了したメンバーで結成した「笑福学びの会」が
中心となって行っています。
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東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
の
一
室
で

開
催
さ
れ
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
認
知
症
や

介
護
の
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
話
し

た
り
、
相
談
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
く
の
参
加
者
と
運
営

ス
タ
ッ
フ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
「
参
加
者
が
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
場
所
に
な
れ
ば
い
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
小

牧
市
に
あ
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
ひ

と
つ
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
の
お

か
む
ら
」
を
運
営
す
る
佐
藤
章
子

さ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
が
話
を
振
る
こ

と
で
、
初
対
面
の
方
と
話
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
参
加

者
全
員
で
行
え
る
ゲ
ー
ム
を
催
し

た
り
す
る
な
ど
、
楽
し
い
空
間
づ

く
り
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

市
内
に
は
「
地
域
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
カ
フ
ェ
」

と
「
施
設
・
事
業
所
な
ど
が
運
営

し
て
い
る
カ
フ
ェ
」
が
あ
り
、

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
の
お
か
む

ら
」
は
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
予
防
の
た
め

や
話
を
楽
し
む
た
め
に
訪
れ
る
方

も
多
い
そ
う
で
す
。

養
成
講
座
が
ス
タ
ー
ト
地
点

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講

し
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
だ
数

名
の
住
民
が
集
ま
り
、「
講
座
で

得
た
知
識
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
場
」
と
し
て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ

ェ
し
の
お
か
む
ら
」
を
始
め
ま
し

た
。
18
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
協
力
し

て
運
営
し
て
お
り
、
8
年
目
に
な

る
そ
う
で
す
。

外
出
の
き
っ
か
け
に

　
「
カ
フ
ェ
に

来
る
こ
と
は
と

て
も
楽
し
く
、

外
に
出
る
き
っ

か
け
と
な
っ

て
い
る
」と
話

す
参
加
者
の

方
。
子
ど
も
に
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
知
り
合
い
も

増
え
、
趣
味
の
話
や
世
間
話
な
ど

を
し
て
お
り
、
毎
回
参
加
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。「
周
り
は
元
気
な
方
ば
か
り

で
、
自
分
も
元
気
を
も
ら
え
て
い

る
。
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
て
と
て

も
幸
せ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間

途
中
参
加
や
途
中
退
席
も
自
由

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
度

も
参
加
し
て
い
る
方
だ
け
で
な

く
、
初
め
て
参
加
し
た
方
も
笑
顔

で
過
ご
せ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
で
す
。「
人
と
の
会
話
は
認

知
症
予
防
に
も
効
果
的
な
の
で
、

ま
だ
来
た
こ
と
が
な
い
方
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。
外
出
の
機

会
や
新
た
な
居
場
所
に
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

佐
藤
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　認知症の方や家族、地域住民など、どなたでも参加することができる集いの場
「認知症カフェ」。認知症予防のための利用もできます。
　市内に16カ所あり、最近の出来事や昔話など会話を弾ませながらお茶を楽しんで
います。顔馴染みの方も新しく来られた方も、みんなが心穏やかに過ごせるそんな
空間です。認知症地域支援推進員も一緒に参加しているため、疑問や困りごとなど
気軽に相談できます。
　認知症カフェのひとつ「オレンジカフェしのおかむら」の様子を取材しました。

楽しみながら人と地域とかかわる日常楽しみながら人と地域とかかわる日常
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人との交流が凝縮された性別・年齢を問わず楽しむこと
ができるゲームです。手指を使うグッパー体操や広告パ
ズル、チームで協力して点数を競うシート玉入れなど
20種類のゲームを通じ、頭と体を動かします。
　和やかな雰囲気の中でゲームや交流を楽しみながら、
お互いにさりげない声かけや気遣いができる、やさしさ
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地域住民が主体となって運営しているカフェ
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オレンジカフェしのおかむら 毎月第２・４水曜日 　13:00～15:00 東部市民センター 78‐7530

カフェ・和（なごみ） 毎月第２土曜日 　　　9:30～11:00 ふれあいセンター 77‐2893
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結（もやい）カフェ 毎月第４土曜日※12月は除く 9:30～11:00 地域密着型特別養護老人ホーム 結いの郷 小牧 77‐2893

オレンジカフェきたさと 毎月第４土曜日 　　　13:30～15:30 小針会館 43‐2260

オレンジカフェ小牧苑 毎月第４火曜日 　　　13:30～15:30 愛厚ホーム小牧苑 78‐7530

オレンジカフェおおくさ 毎月第１火曜日 　　　10:00～11:30 大草会館 78‐7530

大山神社カフェ 毎月第１木曜日 　　　10:00～正午 小牧大山会館 71‐2100

オレンジカフェ・ココシア 毎月第４水曜日 　　　13:30～15:00 味岡市民センター 75‐3956

キラ星カフェ 毎月第２水曜日 　　　13:30～15:30 本庄会館 090‐4115‐8894

施設・事業所などが運営しているカフェ

名称 日時 場所 問合先

おくどさんの会 奇数月第４火曜日 　　11:00～14:00 特別養護老人ホームオーネスト桃花林 78‐3300

花梨カフェ 偶数月第４日曜日    　14:00～15:30 小規模多機能ホーム花梨ふじしま 54‐3037

ままはらカフェ 奇数月第３金曜日    　14:00～16:00 喫茶「ツーセブン」 71‐0061

カフェ あこる 毎月第3土曜日        　13:30～15:30 デイサービス「あこるしにあ」 48‐3666

あがたカフェ 毎月第2火曜日        　10:00～正午 第３老人福祉センター 田県の郷 39‐6770

参加者募集中

ゲームを通して、楽しく認知症予防しませんか。
日　時 10/3～R7/3/6の毎月第1・3木曜日
　　　　（全９回） 10:00～11:30
　　　　※11/21、R7/1/2を除く
ところ ふれあいセンター3階 大会議室
対　象 市内在住で９回参加可能な方
定　員 15人（先着）
申込み 電話で地域包括ケア推進課
問合先 地域包括ケア推進課
　　　　（☎76‐1188）
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みんなの認知症予防ゲーム

※会場などの都合により、開催日時が変更になる場合がありますので、
事前にご確認ください。

※会場などの都合により、開催日時が変更になる場合がありますので、
事前にご確認ください。

※ゲームの進行は、「みんなの認知症予防ゲームリーダー養成
講座」を修了したメンバーで結成した「笑福学びの会」が
中心となって行っています。
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９月21日は「世界アルツハイマーデー」
（認知症の日）

（認知症月間）
９月は「世界アルツハイマー月間」です。

特集　早すぎることはない
今から考える、認知症予防

～終～

　

認
知
症
は
高
齢
者
だ
け
が
か
か
る
病
気
で
は
な

く
、
若
い
世
代
で
も
認
知
症
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
食
生
活
や

運
動
習
慣
に
気
を
付
け
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
認
知
症
予
防

に
は
大
切
で
す
。

　
小
牧
市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
地
域
全

体
で
支
え
て
い
け
る
よ
う
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
や
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
等
を
実
施
し
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
、
見
守
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
認
知
症
の
方
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
が
、
認
知
症
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
「
規
則
正
し
い
生
活
」

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
認
知
症
予
防
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

規
則
正
し
い
生
活
か
ら
始
め
よ
う

地域包括ケア推進課長　平野　淳也

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

地域包括ケア推進課長　平野　淳也

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
認
知
症
予
防
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

を
心
掛
け
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
認
知
症
予
防
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

「あんしん」を生み出す地域の見守り「あんしん」を生み出す地域の見守り

地域において日々の見守りの目を増やすことで、
行方不明になった方を、できるだけ早期に発見・
保護するための取組です。行方不明者が発生した
場合、協力員へ情報を発信します。

問合先　地域包括ケア推進課
小牧市認知症見守りネットワーク

行方不明になった高齢者の早期発見などを目的と
して、認知症高齢者を介護している家族等に対し
て、GPSを用いた位置情報検索サービスを利用す
る場合の初期費用の一部を助成します。

問合先　地域包括ケア推進課
行方不明者家族支援サービス

認知症等により、外出時に居場所が分からなくなった際の早期発見・保護のため、あらかじめ市に連絡先を登
録した方を対象に、靴のかかとや杖などに貼るステッカー（「小牧市」と「番号」が印字）を配布します。ま
た、個人賠償責任保険に無料で加入することができます。

問合先　各地域包括支援センター
認知症高齢者等あんしん補償事業

認知症になってもお互いに個性を尊重しつつ、支え合いながら共生する地域をつくっていくことも大切です。
住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症の方を見守るためのサービスやネット
ワークがあります。
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問合先　行政改革課（☎76‐1113）

ところ　東庁舎 1階 会議室 1‐1

対　象　市内在住の 65歳以上の方

定　員　10～ 15人　

３回の講座を受講することで、スマホをより多くの場面で使いこなせるようになることが目的の講座です。
　高齢者等でスマホをもっと活用してみたいと関心がある方が対象です。講師が丁寧に教えてくれるのでスマ
ホの操作に自信がない方でも大丈夫です。スマホを楽しく使いこなして便利な生活に挑戦してみましょう。

　スマホをもっと使いこなせるようになりませんか？

令和6年度スマホステップアップ講座

受付時間 月～金曜日 10:00 ～ 18:00

（市委託業者・エイムズエー株式会社）

※繋がりにくいときは
　☎ 080‐5738‐6348にお電話ください。

申込先  ☎ 080‐1389‐2090
① スマホの基本操作を学ぶ
② 二次元コードの読み取り方を学ぶ
③ オンライン申請の仕方を学ぶ

9/20 ㈮ 9/20 ㈮ 
14:00～16:0014:00～ 16:00

スマホからいろいろな手続きができるようになろう！第 1回

①アプリのインストールの仕方を学ぶ
②キャッシュレス決済アプリを学ぶ

10/25 ㈮ 10/25 ㈮ 
10:00～12:0010:00～ 12:00

色々なアプリを使いこなせるようになろう！第2回

39864ID

参加費
無料

① LINE の使い方や市公式 LINE を学ぶ
②安全なスマホの使い方を学ぶ

11/15 ㈮11/15 ㈮
14:00～16:0014:00～ 16:00

LINE を使いこなせるようになろう！第3回

★★

情報情報情報

Photo
    News

横断旗を寄付いただきました

日本特殊陶業労働組合から横断旗 500 本を寄贈いた
だきました。
これは、日本特殊陶業労働組合が活用しているこくみ

ん共済COOPの「７才の交通安全プロジェクト」にお
ける「マイカー共済の見積もり１件につき１本の横断旗
を寄贈する」プロジェクトを活用したものです。
日本特殊陶業労働組合小牧支部の岸章浩支部長は、「横

断旗を交通安全のツールのひとつとして、役立ててもら
えれば幸いです」と話しました。

勤労センターで、第 74回「社会を明るくする運動」
小牧市民大会が開催され、市民ら約 350人が参加しま
した。
これは、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を
犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安
心な明るい地域社会を築こうとする運動です。
この運動にあわせて、中学生対象の非行防止作文コ
ンテストの表彰と朗読発表が行われました。

明るく住みよいまちづくり7/13
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